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昨
日
衆
議
院
の
總
選
擧
投
票
行
は
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
自
民
黨
勝
利
し
、
政
權
を
奪
還
す
る

に
至
れ
り
。
辛
う
じ
て
第
二
黨
に
止
ま
れ
る
民
主
黨
の
五
倍
以
上
の
議
席
を
得
、
單
獨
過
半
數
を
大

幅
に
上
囘
り
た
り
。 

 
 

こ
の
結
果
に
就
き
各
界
の
識
者
、
各
そ
の
要
因
を
解
説
す
。
夫
々
聞
く
べ
き
論
點
尠
か
ら
ず
と
雖

も
、
原
發
問
題
を
採
上
ぐ
る
論
者
殆
ど
皆
無
に
等
し
き
は
一
つ
不
思
議
な
る
現
象
な
り
。
一
昨
年
の

福
島
原
發
事
故
以
來
、
テ
レ
ビ
に
原
發
問
題
の
放
映
休
む
日
無
く
、
特
に
同
年
五
月
濱
岡
原
發
停
止

以
來
、
原
子
力
發
電
否
定
の
論
調
高
ま
り
、
當
時
の
菅
首
相
は
退
任
直
前
に
「
平
成
四
十
七
年
（
二

〇
三
五
年
）
ま
で
に
原
發
に
頼
ら
ぬ
社
會
の
確
立
を
宣
言
せ
り
。 

 
 

茲
に
於
て
脱
原
發
の
ム
ー
ド
高
ま
り
、
旁
々
歐
州
に
て
も
獨
伊
の
兩
國
に
て
原
發
が
國
民
投
票
に

て
過
半
數
の
反
對
を
受
け
、
國
策
と
し
て
脱
原
發
を
志
向
す
る
に
至
り
、
マ
ス
コ
ミ
の
論
調
も
一
齊

に
脱
原
發
に
移
行
せ
る
も
の
の
如
し
。
昨
年
七
月
の
山
口
縣
知
事
選
擧
に
て
、
脱
原
發
の
リ
ー
ダ
ー

的
存
在
の
飯
田
哲
也
氏
が
立
候
補
し
た
る
に
當
選
を
果
さ
ざ
る
あ
る
も
、
殆
ど
話
題
と
な
ら
ず
。
寧

ろ
原
發
再
稼
働
公
聽
會
に
て
、
反
對
派
が
多
數
を
占
め
た
る
報
道
に
接
す
る
の
み
。 

か
く
て
總
選
擧
と
な
る
や
、
政
黨
濫
立
し
て
十
二
を
算
へ
、
そ
の
十
は
脱
原
發
、
又
は
卒
原
發
を

唱
ふ
。
そ
の
多
く
は
脱
原
發
こ
そ
當
選
へ
の
切
り
札
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
確
信
し
た
る
ら
め
。
候
補

者
の
心
情
察
す
る
に
餘
り
あ
る
も
、
脱
原
發
に
進
む
や
否
や
は
國
運
を
左
右
す
る
の
問
題
な
れ
ば
、

徹
底
的
の
討
論
こ
そ
望
ま
し
け
れ
。
然
る
を
十
二
黨
の
代
表
者
、
十
二
分
の
一
の
持
ち
時
間
に
て
、

十
對
二
の
ほ
ぼ
同
じ
脱
原
發
意
見
に
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
さ
へ
言
及
無
し
。
熟
々
考
ふ
る
に
、

か
ゝ
る
現
象
の
一
因
と
て
、
マ
ス
コ
ミ
に
課
せ
ら
れ
た
る
不
偏
不
黨
の
原
則
に
ぞ
突
き
當
る
。
選
擧

期
間
と
も
な
れ
ば
、
こ
の
規
制
強
く
働
く
に
や
、
原
發
論
議
卻
て
影
を
潛
む
。
有
權
者
に
不
親
切
と

言
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。 

 
 

選
擧
の
結
果
は
脱
原
發
政
黨
の
完
敗
に
終
れ
り
。
卒
原
發
を
強
く
唱
へ
た
る
日
本
未
來
の
黨
は
六

十
一
の
議
席
を
有
し
た
る
が
、
九
議
席
に
八
十
六
％
の
激
減
、
原
發
に
頼
ら
ぬ
社
會
の
確
立
を
標
榜

し
續
け
た
る
政
權
與
黨
の
民
主
黨
は
二
百
三
十
議
席
よ
り
纔
か
に
五
十
七
議
席
に
、
七
十
八
％
の
減

と
歴
史
的
敗
北
を
喫
す
。
御
題
目
の
み
の
脱
原
發
主
張
に
選
擧
民
は
嚴
し
く
判
斷
し
た
る
も
の
と
察

せ
ら
る
ゝ
も
、
マ
ス
コ
ミ
は
か
ゝ
る
趨
勢
を
全
く
豫
見
せ
ざ
り
し
か
、
或
い
は
豫
見
す
と
雖
も
選
擧

結
果
へ
の
影
響
を
危
惧
し
て
報
道
せ
ざ
り
し
か
疑
問
な
ほ
殘
れ
り
。 

同
樣
の
現
象
と
し
て
、
選
擧
前
の
世
論
調
査
に
て
は
、
民
主
黨
の
失
政
に
失
望
す
る
も
、
さ
り
と

て
今
更
自
民
黨
も
真
つ
平
と
て
、
新
生
第
三
極
に
期
待
す
る
向
き
多
か
り
け
り
。
選
擧
結
果
と
の
乖

離
に
就
き
、
識
者
自
民
黨
の
得
票
率
三
十
％
臺
な
る
を
以
て
、
低
き
投
票
率
と
小
選
擧
區
制
の
缺
陷

を
説
く
。
然
れ
ど
も
、
前
の
選
擧
（
平
成
二
十
年
）
に
て
は
政
權
交
替
を
可
能
と
す
る
選
擧
制
度
と

稱
揚
せ
ら
れ
た
る
を
記
憶
す
。
時
々
の
現
象
に
辻
褄
を
合
は
す
る
言
論
に
は
、
反
對
論
も
生
み
難
し

と
雖
も
、
眞
摯
な
る
討
論
を
尚
ぶ
風
の
起
る
を
待
望
す
。 


